
北海道標津高等学校

問い合わせ先：電話番号

０１５３－８２－２０１５

Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数，学級数，教職員数

（平成２５年２月現在）

学 年 １ ２ ３ 計

学級数 ２ ２ ２ ６

生徒数 ６１ ５９ ５０ １７０

教職員数 ２５名

校長１ 教頭１ 事務長１ 教諭１７（国語２ 地

歴公民２ 数学２ 理科２ 外国語３ 芸術１保

健体育２ 家庭１ 商業１ 初任研講師１） 養

護教諭１ 実習助手１ 主任主事２ 公務補１

２ 地域の概況

本校が所在する標津町は北海道東部に位置してい

る。標津町を中心に北には世界自然遺産に登録され

た知床国立公園がある知床半島、南には納沙布岬を

先端とする根室半島が延びている。また、オホーツ

ク海に面し、わずか２４ｋｍ先には国後島の姿を望

むことができ、日本一の砂嘴である野付半島が標津

町を基部として延びているなど、豊かな自然環境に

恵まれており、漁業と酪農が盛んな地域である。

３ 環境教育の全体計画等

（１）｢総合的な学習の時間」における取組

○ 野付半島巡検

○ ポー川巡検

地域の自然環境や歴史を理解するとともに、清

掃活動等も行うことで、地域の環境保全に貢献す

るとともに、環境保全への意識の向上を図る。

（２）自然環境類型における取組

本校では２年生から類型制を取り入れている。

自然環境類型では、２年生の「地域と自然」「野

外観察」「野外活動」の授業の中で、学校周辺の

植物観察や植生地図の作製、カヌー実習、水鳥観

察、サケマス釣獲調査により、地域の自然の理解

を図っている。３年生では「環境科学」「環境保

護」の授業の中で、標津沖でのホエールウオッチ

ングを行い、地球規模での生態系維持について理

解を深めている。また、３年生後半の半年で生徒

個人の課題研究を行い、実践成果報告会を実施し

ている。このほか、周辺河川や標津沖の水質に関

する研究を地域の民間環境調査会社や東京農業大

学の指導のもと行い、その成果を自然環境類型成

果報告会や、北海道環境教育フェア等で生徒や保

護者、地域の方々等へ広く発表している。

（３）部活動における取組

自然科学部において、自然環境類型と連携しな

がら周辺河川の水質に関する研究を行っている。

研究成果については、北海道高等学校理科研究

会で発表する。

Ⅱ 研究主題

「地域の特色ある自然環境等を生かした

環境教育の在り方についての研究

～地球環境の保全に寄与し、

広く社会で活躍できる人材の育成～」

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

○環境に対する興味・関心を高め、科学的に探究す

る能力を育成する。

○環境の保全に積極的に関わり、地域の人々と協力

し、行動する態度を育成する。

２ 校内の研究推進体制

（１）研究推進体制

理科教諭２名（自然環境類型担当、自然科学部

顧問）が中心となり、実習助手、自然環境類型Ｔ

Ｔ教諭（英語科・家庭科）が連携して授業や放課

後、休日などの時間を活用して研究を進めている。

（２）観測体制

① 自然環境類型による観測

２年生の自然環境類型の授業において、月１

度、標津川河口付近の水質調査を行い、観測し

たデータの送信を行った。また、６月（春）と

１１月（秋）に、標津川の上流から下流にかけ

ての４地点と近隣の忠類川、茶志骨川、三日月

湖の計７地点で、民間環境調査会社の協力を得

て調査を実施した。また、東京農業大学教授の

指導のもと、１０月に地元漁業協同組合の協力

を得て、標津沖の海水の採水を行い調査を行っ

た。

（別紙様式２）平成２３・２４年度環境のための地球学習観測プログラム（グローブ）推進事業研究成果報告書
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② 自然科学部による観測

長期休業中などに、標津川河口付近の水質調

査を行い、観測したデータの送信を行った。ま

た、８月（夏）に、自然環境類型と同様の７地

点で民間環境調査会社の協力を得て調査を実施

した。

（３）観測機器などの設置状況

毎月の水質調査に使用するｐＨメーター、透視

度計、パックテスト、ＧＬＯＢＥ推奨溶存酸素滴

下テストキット、アルコール温度計、バケツ、ロ

ープ等の観測機器は本校に設置してある。その他、

季節ごとの水質調査、海洋調査に使用する機器は、

民間環境調査会社、東京農業大学から借用してい

る。

３ 研究内容

（１）グローブの教育課程への位置付け

水質調査及びデータ解析は、自然環境類型の生

徒が選択する学校設定科目「地域と自然」（２年

生２単位）「野外観察」（２年生２単位）「野外活

動」（２年生２単位）、「環境科学」（３年生２単位）

「環境保護」（３年生２単位）の時間に位置付け

ている。また、長期休業中の水質調査及びデータ

解析は、自然科学部による部活動の取組として位

置付けけている。

（２）グローブを活用した教育実践

① 標津川河口付近の月ごとの観測

本校では、自然環境類型の授業と自然科学部

によって、平成１９年度より季節ごとに標津川

付近の水質調査を実施してきた。平成２３年度

よりグローブ校に指定され、平成２３年９月よ

り学校から徒歩で行くことができる標津川河口

の１点を月ごとに観測することとした。標津川

河口は、以前から水質調査を実施してきたが、

冬の観測と安全性、調査所要時間を考え、少し

上流となる比較的交通量が少なく歩道が広いサ

ーモン橋の上（写真１）で測定することとした。

グローブ調査初回となる平成２３年度９月は、

学期間休業中ということもあり、自然科学部の

部員で観測を行い、効率のよい調査方法や所要

時間の確認等も行った。２回目の１０月より、

２年生自然環境類型の授業の５、６校時に生徒

が観測し、授業後にデータ送信を行ってきた。

１月から２月までは、標津川の凍結により採水

することがでず、調査ができなかった。

その後、平成２４年度３月から１０月まで毎

月調査を行い、水質の経年変化を行うとともに

デタの送信を行った。

（写真１）観測地点 標津川河口(サーモン橋上より)

調査項目は、水温、ｐＨ、溶存酸素、透明度の

４項目とした。採水は、橋の上からバケツとロー

プを使って行った（写真２）。

水温はアルコール温度計で測定した。アルコー

ル温度計は使用前に較正してから使用した。ｐＨ

の測定にはｐＨメーターを使用した。ｐＨメータ

ーも使用前に較正

をしてから使用し

た。溶存酸素の測

定には、ＧＬＯＢＥ

推奨溶存酸素滴下

テストキットを使

用した（写真３）。

透明度の測定は、

透視度計を用いて

行った（写真４）。

すべての測定は、

採水直後に橋の上

で、毎回３回の測 （写真２）採水の様子

定を行った。

（写真３）溶存酸素測定の様子
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（写真４）透明度測定の様子

② 標津川流域付近の季節ごとの観測

本校では、平成１９年度より標津川流域付近

の水質調査を行っており、平成２３、２４年度

も継続して調査を行った。調査地点は標津川の

上流から下流にかけて４地点（Ａ地点～Ｄ地点

とする（図１））で調査を進めた。また、平成

２０年度より三日月湖（Ｅ地点とする）、平成

２１年度より酪農地帯を流れ、小規模な河川で

あるため護岸工事がされていない茶志骨川（Ｆ

地点とする）、山間部のみを流れサーモンフィ

ッシングが行われている忠類川（Ｇ地点とする）

を調査地点として追加した。（図２）本年度は

計７地点で調査を実施した。

（図１） 標津川本流の採水地点

調査は、川が凍結している冬以外の春（５～

６月）、夏（７～８月）、秋（１０～１１月）の

３季節で実施し、季節による違いを観測した。

主な調査項目は、水温、透明度、溶存酸素、

ｐＨ、ＣＯＤ（化学的酸素要求量）、ＢＯＤ（生

物化学的酸素要求量）、ＳＳ（浮遊物質量）、大

腸菌群数、リン酸、硝酸等である。

（図２）標津川付近の採水地点

それぞれの調査地点では、バケツとロープを使

って採水し、その場で水温をアルコール温度計を

用いて測定し、ＤＯ測定用のＬ－アスコルビン酸

が入っている酸素瓶に採水した（写真５）。また、

２リットルペットボトルにも採水して持ち帰り、

その他の測定を行った（写真６）。

（写真５）現地での酸素瓶への採水の様子

（写真６）現地でのペットボトルへの採水の様子
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水温以外の測定は、環境サービス有限会社（標

津町下水道管理センター）の施設を借用し、職員

の指導のもと実施した。

溶存酸素量（ＤＯ）は、ウィンクラー・アジ化

ナトリウム変法で測定した（写真７）。

また、ＢＯＤはＤＯと同様の方法で、５日間

２０℃の冷暗所で培養し測定した値から計算して

求めた。

なお、ＣＯＤは硝酸銀法で測定した。

（写真７）ＤＯ測定の様子

ＳＳは、ダイアフラムポンプ減圧下で一定量の

試料水を、孔径１μｍのメンブランフィルターで

ろ過し、乾燥させて秤量したものを使用前のメン

ブランフィルターの質量と比較し、ＳＳ値

（ｍｇ／ｌ）を求めた（写真８）。

（写真８）ＳＳ測定の様子

大腸菌群数の測定は、平板培地法で行った（写

真９）。また、硝酸、リン酸等については、残っ

た試料水を学校へ持ち帰り、パックテストで測定

を行った（写真 10）。

（写真９）大腸菌群数測定の様子

（写真 10）パックテスト測定の様子

春と秋の測定は、２年生の自然環境類型の授

業の中で測定し、夏の測定は自然科学部が実施

した。

③ 標津沖の海洋水質調査

平成１９年度より継続して行っている水質調

査で調査対象としている、標津川、茶志骨川、

忠類川はすべて、標津町に面しているオホーツ

ク海に流れ込んでいる。その標津沖の水質の調

査を、標津漁業協同組合の協力のもと、東京農

業大学生物産業学部アクアバイオ学科塩本明弘

教授の指導により実施した。（平成２３年１０

月２７日、平成２４年１１月１５日）

当日は朝９時に標津漁業協同組合に調査船を

出していただき、標津漁港から出港した。２年

生の自然環境類型選択者が船に乗り、採水を行

った。
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採水は１地点で０ｍと２ｍの２つの深さで採水

した。船上で、酸素瓶に採水し、ただちに塩化マ

ンガン水溶液、塩基性ヨウ化カリウム水溶液を入

れ、酸素を固定した（写真 11、12）。

（写真 11）船上での説明の様子

（写真 12）酸素固定の様子

その後、学校へ戻り、５、６校時の時間に２、

３年生自然環境類型選択者と合同で講義を受けな

がら滴定を行った。ウィンクラー・アジ化ナトリ

ウム変法により、東京農業大学から借用したビュ

レットで滴定し、溶存酸素量の計算を行った

（写真 13）。

（写真 13）滴定の様子

④ 自然環境類型成果報告会

自然環境類型の２、３年生が、水質調査をは

じめ様々な実習や授業で学んだ内容と成果につ

いてパワーポイントにまとめ、成果報告会を実

施した。（平成２３年９月２１日、平成２４年

９月２１日）２年生は半年、３年生は１年半か

けて学んだ内容を、２～３人ずつのグループに

分かれ、テーマを分担してパワーポイントにま

とめた。これから類型を選択する１年生を対象

に発表を行い、自然環境に関するクイズを出題

するなどの工夫を凝らし、自然環境に対する興

味・関心を高めることができた。１年生から多

くの質問が出るなど、活気あふれる報告会とな

った。（写真 14）

（写真 14）成果報告会の様子

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

継続的・定期的に様々な角度から水質調査を行っ

ていくことで、生徒は身近な川の様子に意識して目

を向けるようになった。調査はイベントではなく、

継続してデータを重ねていくことが大切であること
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も理解してきた。また、調査結果をまとめて発表す

ることで、環境への生徒自身の意識の変化に気付く

とともに、その情報を周りに発信する必要性を学ぶ

ことができた。

また、大学教授や環境調査会社から指導を受け、

さらに漁業協同組合の協力も得ることで、地域の方

と触れ合う機会も生まれ、多様な職種の方々と交流

することでキャリア教育の一助となった。

（１）標津川河口付近の月ごとの観測結果

サーモン橋での観測の結果をまとめたグラフ

（図３）から、ｐＨは一年を通してやや塩基性の８．０

付近で安定しており、ＤＯは冬・春季に上がり夏

季には下がる傾向があることが分かった。水温の

変化の幅はとても大きく、（１、２月は凍結）最

大の温度差は１６．１℃あることが分かった。

（図３）サーモン橋調査結果（水温、ｐＨ、ＤＯ）

（２）標津川流域付近の季節ごとの観測結果

① 標津川本流（図４～図７）

標津川本流の水質変化を明確に比較するため

上流の養老牛（図４）から中流の中標津（図５）、

大草原橋（図６）、下流の河口付近（図７）ま

での数値をグラフにまとめた。

標津川本流の水質は、上流から下流にかけて

全般に良好な水質が保たれており、過去６年の

データからも大きな水質の悪化は見られなかっ

た。特にｐＨ値は大きな推移がなく非常に安定

している。ＤＯ値は上流から下流に向かうにつ

れ下降し、その反面ＢＯＤ、ＣＯＤ値は上昇し

ていることが分かった。

市街地を流れる標津川は、市街地（Ｂ地点）

より下流でＣＯＤ値の上昇傾向が見られ、経年

変化でもその流域では上流に比べ水質の悪化が

認められるため、生活排水等の流入が示唆され

た。生活排水の他にも、酪農地からの排水流入

の可能性も考えられるため、今後継続した調査

と分析が必要である。

（図４）標津川 上流 養老牛 調査結果

（図５）標津川 中上流 中標津 調査結果

（図６）標津川 中下流 大草原橋 調査結果

（図７）標津川下流 河口付近 調査結果

② 標津川流域 三日月湖（図８）

三日月湖は旧標津川であり、現在は標津川本

流とはつながっていない。ＣＯＤ値は非常に高

く、標津町下水道管理センターの放流水(10.4

ｇ／ｍＬ(２０１２年１０月))の値より高い数

値を示すことがあった。また、ｐＨは他の地点

より酸性側に偏っており、汚れは一時的なもの

ではないことが示唆された。
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（図８）標津川流域 三日月湖 調査結果

③ 標津川流域 茶志骨川（図９）

茶志骨川ではｐＨ値が安定しているものの、

ＣＯＤ値の変動がとても大きく、数値が上下す

る結果となっている。特に、夏季にＣＯＤの数

値が跳ね上がっており、小河川のために護岸工

事がなされていないことで牧草地より直接肥料

などが流入している可能性等が考えられる。

ただし、年単位で見るとさほど高くない数値

に収束しそうである。

（図９）標津川流域 茶志骨川 調査結果

④ 標津川流域 忠類川（図１０）

忠類川では数値が全体的に安定しており、

ＤＯが高い数値を示しているとともに、特に

ＣＯＤ値は５を超えることがなかった。上流に

市街地のない忠類川では、河川環境は良好であ

ると考えられる。

（図１０）標津川流域 忠類川 調査結果

２ 研究の課題

標津川本流のサーモン橋における月ごとの観測で

は、ＤＯ値の結果について詳細な考察の必要がある。

ＤＯ値は気圧、水温、溶存塩類濃度によって変化す

るが、それを加味して考えても全体的に数値が高く

ＤＯ飽和量に限りなく近い。また、サーモン橋はＣ

地点とＤ地点の中間に位置しているにもかかわらず

ＤＯ値はその中間値を示しておらず、常に１０を上

回っていた。

これらの結果から、標津川の月ごとの観測結果に

ついて誤差等の影響が大きいことが考えられる。今

後も同様の調査を続ける上で、溶存酸素滴下テスト

キットを使用するのではなく、ウィンクラー・アジ

化ナトリウム変法など精密な実験を行うなど実験方

法の改善を検討するとともに、調査方法や調査内容

を含めて、今後この数値が現れた原因を究明し、修

正していく必要がある。

標津川本流の観測については、上流から下流の各

観測地点で、どれほどの汚染が見られるかというこ

とや、河川の汚染度の経年変化が視覚化されたこと

で非常に分かりやすくなった。しかし、汚染源の特

定にまでは至らなかったので、その部分を更に深め

ていく必要がある。

また、データの送信については、作業が一部の生

徒に偏ってしまったため、一部の生徒しか送信方法

を習得できなかった。今後は、作業をしっかりとマ

ニュアル化し、全生徒の習得を目指す必要があった。

Ⅴ 今後の展望

今後も標津川河口、標津川流域付近、標津沖の水質

調査を継続していきたい。その際、測定機器や測定者、

指導者によって差がでないように十分に研修を積み実

施していきたい。月ごとの調査については、１年間継

続し水質の変化について捉えることができ、継続する

ことでその原因を探っていきたい。また、これまでの

データの蓄積から、標津川流域付近の水質について季

節の変化や年ごとの変化とその原因を考察するととも

に、標津川をめぐる水環境をより明確に解明していき

たい。


